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1.序論 

生活水準が上がり、下水道整備が進展すると共に、点源から公共用水域へ流入する汚濁負荷量が減少し、面

源汚濁源を起点とした汚濁負荷対策が必要になっている。また自然負荷が大きい割合を占める河川流域を対象

に汚濁解析を実施する場合には、水質予測の精度は自然負荷の評価精度に左右される。そこで面源汚濁源の1

つである森林域に的を絞り東北大学植物園内を流れる小河川において、森林域からの汚濁負荷量の流出特性を

把握するため、晴天時や降雨時に採水を行い水質調査を行ってきた。 

今回は継続的に行ってきた調査、実験を基に面源汚濁負荷源となる森林域からの流出負荷量を算出した。流

出負荷量は地域によっても異なるので、仙台で流出負荷量を評価することを研究目的にした。 

 

2.調査対象区域 

調査対象区域は、東北大学植物園内の小河

川である。この植物園の標高は60～145mで流

域内勾配は約9.1%、面積は約52万㎡である。

植生はモミ林をはじめ、コナラ林、アカマツ

林、アカシデ林、スギ林、芝生、ヨシ原で構

成されている。東北大学植物園の流域は裏沢、

本沢、深沢に分かれており、本年度の調査対

象区域である本沢の流域面積は212000㎡であ

り、裏沢(19000㎡)、深沢(72000㎡)と比べて流

域面積が大きい。今回は一番下流にあるＡ地

点の流出負荷量原単位の算出を行った。 

                           図-1 流出負荷量算出ポイント 

3.流出負荷量評価方法および分析項目 

(1)流出負荷量の評価方法と調査期間 

原単位の評価については主に区間代表法とL-R法の二つがある。1) 

今回は L-R 法を使用する。降雨の降り始めから水位が元に戻るまでの流出負荷量をできるだけ正確に計算

できるように実測する。降雨時の水質変動を考慮することができる方法である。 
調査期間は 2003 年～2010 年までであり、降雨時として 2003 年～2006 年のデータを使用し、晴天時として

2007 年～2010 年までのデータの平均値を使用した。 
 

(2)分析項目 

 分析項目はTOC、BOD、COD、CL－、濁度、窒素、リンである。窒素についてはT-N、NH4-N、NO2-N、NO3-N

を測定した。 
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4.結果と考察                 表-１ 多雨期の結果      表-2 少雨期の結果  
 (1)汚濁負荷量(L)の算出方法 

汚濁負荷量(L)は地下水流出負荷量(LＢ)

と洪水流出負荷量（LR）を足した値である。 
式はL＝LＲ＋LＢを使用する。 

(2)地下水流出負荷量(ＬＢ) 

１年間を 5 月～10 月までの多雨期とその

他の少雨期に分ける。定期調査データから

ピックアップした雨の影響を受けていない

データ、または低～平水時のデータから計算する1)。2007 年～2010 年の中で 2009 年を除く 3 年間分の平均を

計算した。5 月～10 月までの多雨期は 184 日、少雨期は 181 日として算出を行う。 
計算結果を表-1、表-2 に示す。 
式はLＢ＝（TＷCＢＷQＢＷ＋TｄCＢｄQＢｄ）を使用する。ここで添字ｗは多雨期、ｄは少雨期を表し、T、CＢ、

QＢはそれぞれ期間、地下水流出の平均濃度と平均比流量である。 
(3)洪水流出負荷量(ＬR)                         表-3 式Bの回帰式 

 洪水流出負荷量と流量のデータからL-Q式を求め、これに雨量デ

ータから推定した１降雨毎の流量を代入し、１年間を積算して計

算する1)。2003 年から 2006 年までの使用出来るデータを使い降雨

から算出を行う。 
雨量(Ri)とそれに対応する流量の増加分(比流量：Qi)の関係式

を A 式とする。また、流量の増加分(Qi)に対応する負荷量の増加分

(比流出負荷量：Li)の関係式を B 式とする。 
B式はLi＝a(Qi)bの形になっている。係数a、bは、洪水時のデータ

から算出した。計算結果を表-3 に示す。               表-4 流出負荷量の算出結果 
 A式とB式により、それぞれの雨量(Ri)に対応する比流出負荷量

(Li)が求まるので、1年間の雨量データを用いて、1年間の洪水負

荷量(LR)を算出する。式LR＝ΣLi＝ΣaQibである。 
(4)流出負荷量の算出結果 

 流出負荷量の算出結果を表-4に示す。BOD、T-P、NH4-Nは洪水

流出負荷量(LR)の方が地下水流出負荷量(ＬＢ)より多く流出した結

果となった。それぞれ82、82、72％が洪水により流出した。 

COD、T-Nは地下水流出負荷量(ＬＢ)の方が洪水流出負荷量(ＬR)

より大きくなった。 

5.まとめ 

今回の計算結果から求められた値は一般的な河川よりはCOD、T-N、T-Pは若干低い値となった。比較した

一般的な河川の中には完全に人の手が入っていない場所は少なく、青葉山は他の森林にくらべても自然が保存

されている為、低い値になったと考えられる。また今回の実験で降水量が少なくても、100mm近い降雨が多く

あった年の方が流出負荷量は多くなった。 

特に洪水流出負荷量(LR)の方が地下水流出負荷量(LＢ)より多く流出したBOD、T-P、NH4-Nでは10％以上流出

負荷量は多くなった。今後は植物園の植生や地形などの関係を明らかにすることが課題である。 
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